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で

あ
る

。

そ
の

後、

羅
什
・

菩
提
流
支
・

玄

奘
を

経
て
、

最
終
的
に
真
如

が
け

讐
げ

p

鐵

の

訳
語
と

し
て

確
定
さ
れ

る

こ

と
と
な

っ

た
。

　
そ
れ

で

は

即
非
の

論
理
と
、

大
拙
独

自
の

「

如
」

の

思
想
に

通
底
す
る

も
の

と
は
一

体
何
で

あ
ろ

う
か

。

即
非
の

論
理
は
、

前
半
「

A
即
非
A
」

が
空

観
に

よ

っ

て

事
物
が
空
じ
ら

れ

た

状
態

、

つ

ま
り
事
物
の

言
語
化
抽

象
化
が
否

定
さ
れ

突
破
さ
れ
た
状
態

を
表
わ
し

、

「

是
名
A
」

の

後
半
が

事
物
が

仮
有
と

し
て

如
々

と

現
成
す
る

状
態

、

つ

ま
り
事
物
の

そ
の

も
の

性
の

肯
定
へ

と

迫
ら
ん

と

す
る

状
態
を

表
わ

し

て

い

る
。

こ

れ
が
先
の

引

用
に

お
け
る
「

肯

定
が
否

定
で、

否
定
が
肯
定
」

の

意
で

あ
ろ

う
。

大
拙

は

「

凡
て

吾
等
の

言
葉
・

観
念
又
は

概
念
と
い

ふ

も
の

は
、

さ

う
い

ふ

風

に
、

否
定
を
媒
介
に

し

て
、

始
め

て

肯
定
に

入
る
の

が
、

本
当
の

物
の

見

方
」

〔

五

／
三

八
一
〕

と

も
述
べ

て

い

る
。

　

続
い

て

「

如
」

に

関
し

て

で

あ
る

が、

大
拙
は
「

如
」

に
つ

い

て

刀

シ

ュ

ー

ニ

ヤ
タ

i
気
空
）

が
一

切
を
否
定、

あ
る

い

は
拒
絶

す
る

も
の

と

す

れ
ば、

“

タ

タ

タ
i

〃

（
如）

は
、

一

切
を

受
け
入
れ

、

一

切
を

う
け
が

う

も
の
」

（
鈴
木
大
拙
著
・

工

藤
澄
子

訳
『

禅
』

　一

九

八
七

、

一

七

四
頁
）

と

述
べ

て

い

る
。

こ

れ
は
、

空
に

よ
っ

て

否
定
さ
れ

無
差

別
の

相
の

下

に

置
か

れ
た

事
物
が、

「

如
」

と
し

て

再
び

肯
定
さ

れ
、

個

物
的
多
と

し
て

差

別
の

相
の

下

に

働
き
出
す
こ

と
で

あ
る

。

即
非
の

論
理
の

前
半
が

空
の

無
化
作
用
を

表
わ

す
こ

と

は

既
述
の

通

り
で

あ
る

が
、

「

如
」

は
ま
さ
に

そ

の

論
理

全
体
「

A
即
非
A
、

是

名
A
」

を

表
現
し

て

い

る
。

こ

の

よ

う

に

し

て

事
物
は
、

空
と

い

う
否
定
的
契

機
に

よ

っ

て

如
と

し
て

肯
定
さ

れ

る
。

そ
し

て

こ

の

否
定
と

肯
定
は
過
程

的
に

実
現
さ
れ

る

の

で

は

な
く

、

空
の

場
が

即
如
で

あ
る

。

　

以
上

見
て

き
た

よ

う
に
、

即
非
の

論
理
と

「

如
」

に

通
底
す
る
も
の

と

は

「

否
定
即
肯
定
」

の

構
造
で

あ
る

。

大
拙
は

し
ば
し
ば
そ
の

著
述
に

お

い

て
、

仏
教
の

論
理
化
の

必
要
性
を
説
い

て

い

る
。

言
詮

不
及
の

真
理
を

論
理
化
す
る

こ

と

は
困
難
な
課
題
で

あ
る

が、

即
非
の

論
理
は

そ
の

要
請

に

対
す
る

ひ

と

つ

の

回
答
で

あ
る

だ

ろ

う
。

片
や

「

如
」

と
は

、

直
観
的

に

看
取
さ
れ

る
事
物
の

あ
る
が
ま
ま
の

姿
を
現
成
せ
し
め
る

、

空
と
一

体

化
し
た

見
で

あ
る

。

実
体
や
概
念
が
否

定
さ
れ
た
そ
の

場
が
、

即
そ
の

も

の

自
体
の

肯
定
と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

即
非
の

論
理
と

「

如
」

と

は
、

仏

教
的

真
理
に

お
け
る

「

否
定

即
肯
定
」

の

構
造
を

論
理
・

直
観

の

二

方
面
か
ら
言
い

表
し
た
も
の

と

言
え
る

の

で

は
な
い

だ
ろ

う
か

。

『

雑
阿
田

皆
雲

心
論
』

業
品
に

お

け

る

無
間
業
の

壊
僧
に

つ

い

て

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

智
谷
　
公
和

　
『

雑
阿
毘

曇
心

論
』

（

ω
9B

旨
評

鼠
σ

巨

穿
母
ヨ
9
−

げ

a
還
甲

鍛
ω

窪
P

大
正

蔵
経

茗
o

」
 

認゚

以
下

『

雑
心

論
』

と

略
す
）

業
品
（
国

匿
B
帥
−

巳

a
Φ

圏）

に

お

け
る

無
間
業
の

壊
僧
が

説
か
れ

て

い

る

偈
と

長
行
は
、

一

七
一

偈
と

そ
の

長
行
で

あ
る

。

そ
れ

ら
の

偈
と

長
行
は

、

大
正

蔵
経
二

八

巻
八

九

九

頁
中

段
一
一

行
か

ら

二

四

行
ま
で

で

あ
る

。

　
こ

の

偈
と

長
行
を

取
り
ヒ

げ
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

無
間
業
の

壊
僧
に

つ

い

て

論
述

し
て

い

き
た
い

。

論
述

方
法
は

、

『

雑
心

論
』

と

『

心

論
』

『

心

論

経
』

を

対
比
し、

玄

奘
訳
『

倶
舎
論
』

、

こ

の

漢
本
に

相
応

す
る

プ

ラ

ダ
ン

本
の

梵
文
を
参
照
し

、

梵
文
『

称
友
疏
』

等
を

対
比
さ
せ

て
、

ま
た

『

順
正
理

論
』

も
参
考
に

し

な

が
ら

、

無

間
業
の

壊

僧
に

つ

い

て

述
べ

て

い

く
も
の

で

あ
る

。

　
『

雑
心
論』

の

無

間
業
に

お

け
る

壊
僧
が
説
か
れ
て

い

る
一

七
一

偈
は

、

「

妄
語
も
て

僧
を

破
壊
す
る

は
、

諸
の

業
に

於
い

て

最
悪
な
り

。

」

こ

れ
を
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一

七
［

偈
と
そ
の

長
行
を

参
照
し
て

解
釈
し
て

み

れ

ば
、

「

妄
語
（
日
屋
甲

く
岡

匿）

に

よ
っ

て

僧
が

教
団
を

破

壊
す
る

の

は
、

も
ろ

も

ろ

の

業
に

お

い

て

最
も

重
罪
（
ヨ
餌

冨−
ω

似

く
蝉

身
9。

）

で

あ

る
。

」

と

さ

れ
る

。

こ

の

よ

う
に

妄
語
に

よ
っ

て

教
団
が

破
壊
さ
れ

る
。

教
団
を
破
壊

す
る

と
は
ど

の

よ

う
な
こ

と
で

あ
る

の

か
。

『
雑
心

論
』

一

七
一

偈
の

長

行
に

よ
れ
ば

、

「

仏

法
を

重
要

視
せ

ず、

正

法
で

広
く
教
え

導
き
転
じ
さ
せ

ず、

大
衆
を

悩
ま
せ

乱
す

。

」

（
「

法

身
仏
所
重

。

以

彼
広

方
便
転
故

。

壊
僧

者
悩
乱
大

衆
故

。

」

大
正
二

八
・

八

九

九
・

中

＝
パ

ー
一

七）

と

さ

れ
る

。

『

倶
舎

論
」

で

『

雑
心

論
』

の

相
応

す
る

の

は
、

業
品
一

〇

七

偈
と

そ
の

長
行

（

大
正
二

九
・

九
四
・

中
ニ

ー
一

五
）

で

あ
る

。

こ

の

漢
本
に

相
当
す
る

プ
ラ

ダ

ン

本
の

梵
文

（

『
〉
図
』

）

は
、

二

六

四

頁
二

行
以
下
で

あ
る

。

ま

た

梵
文
『

称
友
疏
』

（
萩
原
本

『

〉
国
く
』

）

で

は

四

三

〇

頁
五

行
以
下

で

あ
る

。

『

倶
舎
論
』

漢
本
と

梵
本
と

も
『

雑
心
論
』

と
相

違
し

な
い

。

又
、

心
論
系
論
書
で

あ
る

『

心
論
』

と

『

心

論
経
』

も
同
じ

く
『

雑
心
論
』

と

相
違
し
な

い
。

た
だ

『

心
論
経
』

に

は

壊
僧
に

つ

い

て

二

種
が

あ
る

と

し

て

『

雑
心

論
』

に
述
べ

ら
れ
て

い

な
い

こ

と

を
明
か

す
。

そ
の

二

種
と
は

「

仏
の

教
え
を

壊
し

て
別
の

集
団
を

作
る

。

二

つ

は

仏
の

決
め
た

作
法
を

壊
す

。

」

（
「

有
二

種

破
僧

。

謂
破
法
輪

及
破
羯
磨

。

」

大
正
二

八
・

八

四

三
・

下
一

六

−
一

七
）

と

さ
れ

る
。

　
壊
僧
の

体
に

つ

い

て

『

雑
心
論
』

一

七
一

偈
で

は

述
べ

ら

れ

て

い

な
い

が
、

＝
ハ

六

偈
に

「

謂
く
不
和
合
の

性
な
り
。

當
に

知
る

べ

し
、

是
れ

壊

僧
な

り
。

」

（
大
正
二

八
・

八
九
八
・

下
一

八

−
二

二
）

と
。

壊
僧
の

体
は

不
和
合
の

性
で

あ
る

と
し

て
い

る
。

心
論

系
論
書
で

あ
る

『

心

論
』

『

心

論
経』

に

は

述
べ

ら

れ
て

い

な
い

が
、

『

倶
舎

論
」

『

順
正

理
論
』

で

は

『

雑
心
論
』

と

同
様
に

述
べ

ら
れ
て

い

る
。

　
妄

語
・

虚
誑
語
に

よ
っ

て

教
団
を
破

す
る

僧
を

壊
僧
と

言
う
の

で

あ
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　
こ

お

う

が
、

こ

こ

で

壊
僧
が

行
為
す
る

虚
誑
語
に

つ

い

て

述
べ

て

み

た

い
。

虚

誑

ご語
の

定
義
は

『

長
阿
含
』

「

衆
集
経
」

（
大
正
一
・

五

〇
・

中
）

に
、

「

見
・

聞
・

覚
・

知
ざ

れ

た

事
実
に

対
し
て
、

そ
の

通

り
話
す
こ

と
が

聖

言
で

あ

り
、

事
実
を

枉
げ
て

話

す
こ

と

が

非
聖

言
（
国

鼠
鼠

旨
−

＜

聾
帥

蠢
）

で

あ

る
。

非
聖

言
こ

そ
虚

誑
語
で

あ
る

。

」

と
。

こ

れ
に

解
説
を
し

た
の

が
世

親
と

衆
賢
で

あ
っ

た
（
大
正

『

順
正
』

四

二

・

大
正
二

九
・

五
七

九
・

上）
。

又
そ

の

中
で
虚
誑
語
と

業
道

成
就
に

つ

い

て、
「

虚

誑
語
を
発
す
る

者
が
異
想
し
発
言
し
更
に

所
誑
者
（
相
手）

が
、

能
解
（

p
ぴ

亘
討
゜。

帥

B
甲

同

9p
）
・

そ

の

表
面
上
の

意

味
だ

け
を

取
り

、

そ
れ
に

動
か
さ
れ
て

自
分

の

心
を
誤

り
な
く
染
心
す
る
に

至
る

。

そ
の

時
虚
誑

語
を

発
言
し
た
者
が

業
道
を

成
就

す
る

。

」

と
。

（
大
正

『

倶
舎
』

【

六
・

二

九
・

中、

『

称
友

疏
』

、

萩
原

本
『

〉
閑

く
』

で

は

四

〇
六

頁）

以

上
の

こ

と
か
ら
語
業
で

あ

る

虚
誑
語
の

業
道
成
立
の

条
件
は

三

つ

あ
る
と

考
え
ら
れ
る

。

｝
、

染
心

を
持
っ

て

い

る
。

二
、

異
想
し
発
言
す
る

。

三
、

義
を
解

す
る

。

虚
誑
語

を
行
為
す
る

僧
の

特
色
は
慚
愧
が

な
い

こ

と

で

あ
ろ

う
。

慚
愧
が
生
じ
た

な
ら
ば

善
を

生
じ

る

こ

と
も

可
能
で

あ
ろ

う
。

譬
喩
者
は

「

無
間

業
可

転
」

を
主

張
し
た

と

さ
れ
る

。

破
和
合
僧
の

よ

う
な
重
大
な
悪

業
で

あ
っ

て

も、

可
転
・

転
換
す
る
こ

と

が

出
来
る

の

で

は
な
か
ろ

う
か

。

無
表
業
の

相
続
問
題

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

日
比
　
佑
香

　
業
の

問
題
は
、

仏

教
教
理
の

最
た
る

重
要

課
題
で

あ
り、

『

阿

毘
達
磨

倶
舎
論
』

（
』

黯
詮゚

）

で

も

最
も
重

要
と

さ
れ
て

い

る

テ

ー

マ

で

あ
る

。

そ
こ

に

は
、

我
々

が
存
在
す
る
世
界
と
は
、

自
ら
が
過
去
に

為
し
た
業
に
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